
 
（様式１） 

 

福島県 双葉町 

 

 

（基本方針） 

 

●双葉駅東口を中心に公共施設の再配置を進め、帰還を促すと共に民間の投資を呼び込

む。 

●住民の帰還や転入者の受け皿となる住宅の整備を進める。 

 

 

 

 

（復旧の概況） 

●双葉駅東地区の復興の基本方針となる基本構想を策定する。 

●整備を進めてきた公営住宅全 86 戸が完成し、入居がはじまる。 

 

 

事業計画 



様式２「工程表」

インフラ復旧の工程表（福島県双葉町） 令和7年3月末現在

４月 ７月 １０月 １月 ４月 ７月 １０月 １月 ４月 ７月 １０月 １月

海岸

 海岸帰還困難区域を除く地域 県 災害査定済み

海岸
帰還困難区域
（細谷地区、郡山中野地区）

県 災害査定済み 工事推進（細谷地区海岸） 工事推進（細谷地区海岸）
細谷地区海岸の工事完了
（双葉町の全ての復旧工事が
完了）

海岸
帰還困難区域

県
(農林水産
部所管）

消波工流失
細谷海岸について、測量設計
を実施。

細谷海岸について、災害査定
を受検する。

河川

前田川
帰還困難区域を除く地域

県 災害査定済み

下水道施設

（避難指示解除準備区域）
下水道管渠等復旧事業

双葉町

（帰還困難区域･拠点関連）
下水道管渠等復旧事業

双葉町

特定帰還居住区域の設定によ
り、下長塚地区の災害復旧事
業を実施する。（被災調査、測
量、災害査定）

被災調査
測量設計、詳細設計

測量設計、詳細設計
被災調査
復旧工事

双葉水処理センター建設事
業(処理場)

双葉町

農地・農業用施設

農道 双葉町 盛土部崩落 農道の除草及び路面清掃を行う。
農道（上ノ台線、入江線、北目・渋川
線）の除草及び路面清掃を実施し
た。

農道の除草及び路面清掃を行う。

ため池 双葉町

震災による堤体の沈下、ク
ラック、法止め積ブロックの
クラック、法枠・除波ブロック
のズレ、斜樋や洪水吐コン
クリートのクラック等被災状
況は把握している。ため池
栓を抜き水位低下させてい
る。

放射性物質対策基礎調査等を行う。
ため池の低水位管を行う。

放射性物質対策基礎調査等を実施
した。
①詳細調査：山田迫、川原迫、

 マミ穴、上深沢
ため池の低水位管理（９箇所）を実施
した。

放射性物質対策基礎調査等を行う。
ため池の低水位管理を行う。

双葉中浜地区海岸：R1年度復旧済

事業
整備
主体

被災/稼働状況
R６年度の目標
（R6.9.27公表）

R６年度に実施
したこと(成果）

中間貯蔵施設区域内

R７年度に実施
すること（目標）

R７年度 R８年度

R3工事完了

R９年度
R10年度以降 備考・ポイント等

R8年度より復旧工事に着手。

災害復旧事業に該当する農道につい
ては、今後検討していきたい。

震災による管渠の不等沈下
や隆起により汚水流下の阻
害、管体やマンホールの損
壊による漏水や湧水、マン
ホールポンプについては震
災時より無通電のため調査
未実施。津波被災地では、
管内の土砂等の堆積。

令和3年度完了

特定帰還居住区域の下水道復旧事
業

令和４年度完了

旧特定復興再生拠点区域の営農再
開に合わせて農業用ため池の復旧時
期を国と協議していきたい。

：工程が見込めるもの ：工程が現時点で見込みにくいもの



様式２「工程表」

４月 ７月 １０月 １月 ４月 ７月 １０月 １月 ４月 ７月 １０月 １月
事業

整備
主体

被災/稼働状況
R６年度の目標
（R6.9.27公表）

R６年度に実施
したこと(成果）

R７年度に実施
すること（目標）

R７年度 R８年度 R９年度
R10年度以降 備考・ポイント等

：工程が見込めるもの ：工程が現時点で見込みにくいもの

農地・農業用排水路 双葉町
沿岸部はガレキ・土砂の堆
積、一部損壊

営農再開に向けた用排水路の点検、
修繕を行う。

用排水路の機能回復工事を実施し
た。

営農再開に向けた用排水路の点検、
修繕を行う。

林道 双葉町 盛土部崩落
林道の点検及び路面清掃等維持管
理業務を行う。

林道（下羽鳥線）の踏査を実施した。 林道の点検を行う。

旧特定復興再生拠点区域の営農再
開に合わせて農業用排水路の復旧時
期を国と協議していきたい。

災害復旧事業に該当する林道につい
ては、今後検討していきたい。












